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目
前
に
迫
る
博
覧
曾

(昭和27~9 月向)
第三種郵便物認可

市

民市

の

皆

様

〉
え
:
・
:
;
:

長

金

光

邦

待
望
の
富
山
博
の
開
会
も
、
も
う
目
前
に
追
っ
て
来
ま
し
た
。
魚
津
会
場
は
、
水
族
館

の
工
事
が
幸
い
好
天
に
恵
れ
、
ど
ん
ど
ん
進
行
し
、
外
装
は
殆
ん
ど
出
来
上
り
、
大
町

海
岸
に
そ
の
偉
容
を
現
わ
し
て
お
り
ま
す
。

幸E広

三
階
の
天
望
台
に
上
り
ま
す
と
、
海
も
山
も

一
眺
の
内
に
お
さ
ま
り
、
た
し
か
に
来
る
人
を

し
て
喜
ば
せ
る
も
の
と
確
信
致
し
ま
す
。

埋
没

林
の
上
屋
も
殆
ん
ど
完
成
に
近
く
、

着
々
準
備

は
進
ん
で
お
り
ま
す
。

博
覧
会
事
務
局
で
は
、

県
下
は
勿
論
、
県
外
に
も
呼
び
か
け
、
各
学
校

団
体
等
に
予
約
申
込
を
と
っ
て
お
り
ま
す
が
、

各
方
面
に
魚
海
水
族
館
に
対
す
る
関
心
が
非
常

に
高
い
様
で
あ
り
ま
す
。
商
工
会
議
所
に
お
い

て
も
、
協
賛
会
を
組
織
し
て
、

余
興
や
市
内
の

装
飾
等
一
般
の
受
入
れ
準
備
に
協
力
し
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

と
の
機
会
に
昼
気
儀
、
鐙
烏
賊
、
埋
没
林
の

魚
種
三
大
奇
観
を
充
分
広
く
紹
介
し
た
い
と
考

え
ま
し
て
、
特
に
ほ
た
る
烏
賊
館
、
昼
気
楼
館

を
設
け
、
ほ
た
る
烏
賊
の
生
態
や
、
パ
ノ
ラ
マ
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式
に
よ
る
巌
気
楼
を
写
し
出
す
等
目

下
そ
れ

作

¥
専
門
家
に
よ
っ
て
。
準
備
を
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

叉
魚
津
の
産
業
を
紹
介
す
る
た
め
に
物
産
館

を
造
り
ま
し
て
魚
津
の
産
業
を
紹
介
し
、

産
物

の
即
売
や
生
産
物
の
間
等
も
出
す
事
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
他
広
く
魚
津
の
産
業
の
紹
介
を
致

す
考
え
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、

市
民
の
皆
様
と
共
に
万

全
の
準
備
を
整
え
、
躍
会
裡
に
こ
の
同
覧
会
を

終
り
、
魚
津
市
の
発
展
の
為
に
役
立
つ
様
に
し

た
い
と
念
願
致
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様

も
博
覧
会
に
来
ら
れ
る
多
く
の
外
客
に
、
よ
り

よ
く
好
感
を
与
え
、

魚
津
市
に
親
し
み
を
も
っ

て
頂
〈
様

一
段
の
工
夫
を
も
お
考
え
が
-願
い
度

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

魚海市荒町

小浜印刷所

市

職
員
(
四
級
職
.)

採

用

試

験

公

止と
1=1 

す級
。職左
〉記
のに
採 よ

周り
践市
を職
行 員
い(
ま四

、枠年学、
首別 令 力受
腰 I I I験
の I I Iの記
区ま男の年日大力投法ん学資
分せ女出四以Eを卒にが 歴 格

んの生月降入 要 業よ、は
。別者一 昭 年 し程る学聞
を。日和四ま度 高校 い
間 以十月寸の等教ま
い 前一二 。学学 育 せ

事
務
補
助
、
技
術
補
助

=
一
.
試
験
の
期
日

第

一
次
試
験

二
月
七
日

第
二
次
試
験

二
月
下
旬
の

予
定

回
、
申
込
受
付

受
験
希
望
者
は
、
一
月
十
六

日
よ
り
一
月
三
十
日
ま
で
に

受
験
申
込
書
に
必
要
な
事
項

を
記
入
の
上
、
秘
書
人
事
課

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

玉
、
そ
の
他

な
お
詳
細
に
つ
へい
て
は
、
秘

書
人
事
課
に
問
い
合
せ
て
下

伊込・、。

旬
、

C
B
V

ポ

魚 l
-イ
1*ス
m カ

ウ
隊

ト
の
動

勢

館

昨
年
十
一
月
八
日
道
下
地
区

を
中
心
と
し
て
、
孤
々
の
声
を

没

一
挙
げ
た
B
・S
〈ポ
1
イ
ス
カ
ウ

一ト〉

魚
津
第

一
隊
は
、
日
常
の

埋

一訓
練
に
、
社
会
の
奉
仕
に
大
活

い
一
動
を
し
て
い
ま
す
。

一

隊
員
が
各
期
休
暇
に
な
る
と

近一

同
時
に
各
班
長
を
中
心
に
、
そ

成
一
れ
ぞ
れ
居
住
地
区
の
夜
警
を
す

一る
事
に
き
め
ま
し
た
。

白
河 林

しも 最 原 カのす V ハー台たりとすを 消 四昭市
が三 優式 で で る面 泊 分は 0 まにる 購 防百和の
完月 秀 高 ポ、も 属 苫 団 十ーしなこ入自万二消
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涯
と
い
ふ
の
は
、
「
狐
班
」

ハ本
新
地
区
三
「
鷲
駆
」
ハ
北
鬼

江、

青
島
地
区
〉
「
野
鳩
班」

ハ
カ
ー
バ
イ
ド
記
念
社
宅
地
区
〉

「長
班
」
〈
村
木
地
区
)
、
の
四

班
で
、
山
田
隊
長
指
導
の
も
と

に、

各
班
の
特
徴
を
生
か
し
な

が
ら
.
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
‘

一
月
八
日
ま
で
各
班
員
を
そ
れ

ぞ
れ
誘
い
合
せ
て
、
其
の
分
担

祉
曾
福
祉
事
務
所

広
報
紙
上
案
内
嬢

一
同
謹
ん

で
新
年
を
お
祝
い
申
上
げ
ま
す

文
本
年
も
相
変
ら
ず
宜
ろ
し
く

お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

さ
て
一
九
五
四
年
の
初
頭
、

御
案
内
申
し
上
げ
る
の
は
、
市

の
社
会
福
祉
事
務
所
で
あ
り
ま

す
。
地
方
事
務
所
に
も
社
会
福

祉
事
務
所
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

間
違
い
の
な
い
様
う
お
願
い
し

ま
す
。市

役
所
本
館
の
後
ろ
に
新
館

が
建
っ
て
い
ま
す
。

新
館
の
階

下
に
は
教
育
委
員
会
事
務
局
、

社
会
福
祉
事
務
所
、

厚
生
課
と

三
つ
並
ん
で
事
務
を
取
っ
て
い

ま
す
。此

の
事
務
所
は
市
民
と
最
も

地
区
を
、
柏
子
木
の
菅
も
高
ら

か
に
、
少
し
で
も
市
民
が
安
ら

か
で
あ
る
様
に
と
祈
り
つ
ふ
、

毎
夜
、

毎
夜
夜
廻
り
を
初
め
ま

し
た
。特

に
「
野
鳩
班
」
の
如
き
は

其
の
地
域
の
消
防
隊
に
加
わ
り

ポ
シ
プ
の
繰
法
を
習
っ
た
り
、

正
月
の
消
防
出
初
式
に
も
加
わ

っ
て
小
さ
な
消
防
夫
と
し
て
の

活
動
の
姿
は
中
々
雄
々
し
い
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。

B
-
S
魚
津
第

一
隊

金
物
記
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度て 0 捗 議鐙盤鑑彊躍 なな 害 有、
のは 状 幽 溢ぷ詳細醤歯圏 園田 披 いで余一
両 、 況 醤壇画瞳聾轟轟麗麗彊冨盟量睡 害 の、 年 昨
年本 を麗覇置瞳醤麗麗覇盟盟盟置置臨 をに 其 以 年

@ 覇盟盟国圃瞳盟輯輯覇匝掘歯車 @り度
で三 発問 題壇画国園醸欝麗盤彊聾聾盟麗二発 問 まに
あ 十生 和 甥規開穂撞醤罷趨軍属麗盤盤十 生 和す於
り年災 ニ ミ密室窓察捜嘱踊彊盤掴盟彊麗九災二 0 て
ま度 害 十 議[~'@mgm;mi;i:@;! i， i..，+J4b;~， ~~~d謬 年 寄 十 黒
ずに約 λ 綴緩養護慈議談議慾議鯵 度約七 成

U 完 一 年 護暴露滋繁義援護@綴媛緩繁務建議議選 に六年 ナ
成三 議機議議組織盤整髪蹴 完 O る
予 ラ6 議議議鰯爾盃察額顧務翠協議成 % 予
定 l之、 持 制 欄糊榊制開層悪燃側燃物開鴻 予 は 定

罰 虎谷地内提防復旧工事 定昭 で
和あ

身

体

障

害

者

手

帳

申

請

深
い
つ
な
が
り
を
も
ち
、
市
民

の
福
祉
に
関
す
る
仕
事
で
あ
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
き
ん
に

は
、
心
安
く
御
出
下
さ
い
。

こ
L

の
事
務
所
に
ほ
庶
務
係

と
援
護
係
が
あ
り
ま
す
。

「庶
務
係
」
は
要
保
護
者
に
金

品
を
交
附
す
る
仕
事
、
保
育
所

や
母
子
寮
に
関
す
る
こ
と
、

身

体
障
害
者
の
手
帳
を
交
附
す
る

こ
と
、

母
子
福
祉
資
金
の
貸
付

遺
族
国
庫
債
券
担
保
貸
付
等
な

ど

一
寸
難
し
い
仕
事
が
あ
り
ま

す
の
で
、
何
時
で
も
き
て
御
相

談
し
て
下
さ
い
。

「援
護
係
」
は
保
護
を
要
す
る

も
の
の
調
査
を
し
た
り
、

発
見

を
し
た
り
、
叉
そ
の
保
護
申
請

を
受
理
し
た
り
面
接
を
し
た
り

家
庭
訪
問
や
、

生
活
指
導
な
ど

民
生
委
員
、
児
童
姿
員
と
緊
密

な
連
絡
の
も
と
に
、
市
民
の
幸

福
の
為
め
活
躍
し
て
お
り
ま
す

土

木

災

害

に

身
体
に
障
害
の
あ
る
者
が、

手
艇
を
受
け
た
い
時
は
、

県
知

事
の
定
め
る
医
師
の
診
断
書
を

一添
え
て
、

知
事
に
身
体
障
害
者

一手
帳
の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と

え
h

在

一
が
で
き
ま
す
か
ら
、

書
類
を
社

一会
福
祉
事
務
所

へ
出
し
て
下
さ

死

亡

一
ぃ
。
但
し
本
人
が
十
五
才
に
満

一
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
保
護
者

以

生

一
が
代
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

魚
津
市
内
に
お
け
る
県
の
指

定
医
療
機
関
は

肢
体
不
自
由
者

.
後
藤
覚
平

次
に
母
子
寮
の
入
所
の
案
内

を
申
上
げ
ま
す
。

母
子
寮
に
入
所
希
望
が
あ
り

ま
し
で
も
、
入
所
の
要
件
と
か

定
員
が
あ
っ
て
、
中
々
入
所
が

難
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
入
所
し
て
い
る
方
が
、

他
に
転
出
さ
れ
欠
員
が
生
じ
た

場
合
に
、
次
の
入
所
の
要
件
に

該
当
す
れ
ば
入
所
出
来
ま
す
。

@
入
所
の
要
件

配
偶
者
の
な
い
女
子
、

又
は

と
れ
に
準
ず
る
事
情
で
あ
る
女

子
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
の
者

の
覧
議
す
べ
き
抱
童
の
福
祉
に

欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
保
護
者
と
抱
重
で
あ
り

ま
す
。

要
す
る
に
援
護
に
関
す
る
こ

と
は
、
民
生
委
員
と
よ
く
相
談

下
さ
い
ま
し

τ、
遺
憾
の
な
い

様
案
内
嬢
か
ら
も
御
願
い
致
し

ま
す
。つ

い
て
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聴

力

障

害

J1
吉
崎

言
語
機
能
障
害
444
』

欽
次
郎

視
力

障
害

者

大
域
太
郎

恩

典
一
、
日
本
国
有
鉄
道
の
旅
客
運

賃
割
引
五
割

二、

所
得
税
の
不
具
者
控
除

三、

補
装
具
の
交
付
、
若
し
く

は
修
理
を
受
け
る
身
体
障
害

者
、
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者

の
負
担
能
力
に
応
じ、

減
額

し
て
交
付
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。



(2) 

A
寸
後
の
市
の
農
業
た

一

語

る

座

談

曾

月

九

11 

日
11 

昭和 29年 1月 15日発行

出

席

者

魚

種

市

長
金

光

農

林

課

長
清

水

廊

太

郎

am
務

係

長
伊

藤

治

郎

農

産

係

長
海

野

精

訟

農
業
改
良
普
及

事
務
所
主
任

若

林

喜

作

特
異
な
田
園
都
市
と
し
て
発
足
し
て
一
年
有
半
、
当

市
農
業
に
於
い
て
今
後
改
善
す
べ
き
点
が
甚
だ
多
い
の

で
あ
り
ま
す
が
、
之
等
の
点
を
究
闘
す
べ
く
去
る
九
日

魚
津
市
の
農
業
を
語
る
座
談
会
が
市
農
綜
謀
、
農
業
改

良
普
及
事
務
所
、

4
H
グ
ラ
プ
等
の
方
々
に
参
集
し
て

い
た
だ
き
活
援
な
る
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

其
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

市
長
前
々
か
ら
農
業
の
改
良
一
耕
土
培
養
ハ
褐
鉄
鉱
の
投
入
〉

指
導
に
当
っ
て
お
ら
れ
る
皆
一
が
非
常
に
効
果
的
で
あ
っ
た

さ
ん
と
親
し
く
懇
談
し
た
い
一
海
野
之
に
対
し
今
年
は
水
稲

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
一
栽
培
の
モ
デ
ル
部
落
を
砂
質

日
其
の
機
会
を
得
た
こ
と
は
一
浅
耕
土
地
帯
及
び
グ
ロ
ポ
グ

喜
び
に
堪
え
な
い
。
ど
う
か
一

2
Z所
川
努
予
知
滋
緩

魚
津
市
の
農
業
の
特
色
、
今
一
に
設
置
し

機

溶

霊

祭

件

後
の
方
針
等
に
つ
き
忌
慌
の
一
た
い
と
考

議

機

愛

媛

な
い
意
見
を
聞
か
し
て
頂
き
一
え
て
お
り

紘
一
線
獄
後
減
税

た
い
。
最
近
考
え
て
い
る
問
一
県
農
試
に

泌
氏敗
訴
秘
努
検
特

題
と
し
て
は
、
近
く
に
消
費
一
部
落
の
土

機
関
取
委
議
川

地
を
控
え
て
い
る
関
係
上
、
一
層
調
査
を

機
綴
泌
総
繍
側
側

近
郊
の
疏
葉
の
問
題
、
水
稲
一
依
頼
し
て

磁

総

務

滋

機

の
今
後
の
方
向
、
豊
富
な
山
一
之
に
適
す

滋

ふ

義

務

地
の
利
用
、
農
村
電
化
、
農
一
る
肥
培
管

…

議

鐙

護

地

の

改

良

等

で

す

。

一

理

の

処

方

w
総
数
笈
殺
冶

大
井
今
後
の
農
業
は
山
と
草
一
築
を
作
製

懇

機

縁

殺
し
総

を
利
用
す
る
農
業
で
な
け
れ
一
し
、
栽
培

幾

多

…

議

後

ば
な
ら
な
い
。
煙
草
栽
培
に
一
を
実
施
し

必
ぷ
綴
執
務
議
録
制

は
是
非
共
、
堆
厩
肥
が
必
要
一
て
頂
き
之

務
ゑ
綴
鰍
バ
縦

で
あ
っ
て
、
山
と
草
を
良
く
一
に
依
り
、

綴

綴

綴

議

設

利
用
し
て
家
畜
を
飼
育
す
る
一
市
の
米
の
遭
遇
調
懇

こ
と
で
あ
る
o
今

年

は

酪

農

一

室

長

ぷ

愛

謬

・
振
興
法
に
よ
り
、
国
で
酪
農
一
進
し
た
い
臨
機
勝
機
麟
路
線

を
奨
励
す
る
よ
う
で
あ
る
が
一
叉
耕
土
培
醐
醐
騨
麟
麟
鵬
龍

野
方
の
台
地
等
は
適
地
で
あ
一
養
無
硫
酸

E
E自
画
i
費
辺

る

と

思

う

。

一

根

肥

斜

の

施

用

は

今

年

の

不

若
林
昨
年
は
冷
害
の
為
凶
作
一
作
の
結
果
か
ら
見
て
も
必
ら

を
見
た
が
、
今
年
は
二
月
か
一
ず
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ら
肥
判
例
の
施
肥
に
つ
い
て
農
一
高
村
近
郊
疏
菜
の
問
題
で
あ

家
の
相
談
に
応
じ
、
合
理
的
一
る
が
、
当
地
は
、
市
街
地
附

な
方
法
で
普
及
し
た
い
。
又
一
近
は
耕
地
面
積
が
減
じ
つ
ふ

之
を
基
礎
と
し
て
四
町
歩
に
一
あ
る
こ
と
L
、
下
肥
の
利
用

一
点
の
土
層
調
査
を
実
施
し
一
等
に
依
り
充
分
疏
菜
が
仲
び

た
い
。
一
ケ
所
千
円
位
か
L

一
る
べ
き
だ
が
、
栽
培
技
術
が

る
の
で
地
元
の
協
力
と
、
市
一
低
い
の
で
他
の
地
方
に
押
さ

の
援
助
が
必
要
で
あ
る
と
忠
一
れ
て
お
り
、
今
後
栽
培
技
術

ぅ

。

一

の

向

上

を

図

り

度

い

。

中
瀬
今
年
は
凶
作
に
拘
ら
ず
一
課
長
競
葉
に
つ
い
て
は
、
生

施
肥
の
合
理
化
に
依
り
、
平
一
産
、
集
荷
、
貯
蔵
、
出
荷
等

年
作
以
上
の
牧
量
を
納
め
た
一
の
一
貫
し
た
機
関
を
確
立
し

も
の
も
あ
る
の
で
、
是
非
処
一
た
い
と
思
う
。

方
舗
を
作
成
し
た
い
。
特
に
一
市
長
栽
培
版
売
等
に
は
、
農

邦

農
業
改
良
普
及
員

大

井

才

次

郎

H
H

吉

野

横

二

H
H

窪

田

作

太

郎

M
H

高

村

和

維

H
H

中

瀬

健

二

M
M

関

口

勇

4
H
グ
ラ
プ
会
長

広

田

俊

報広市津魚(要翠鉱綴:})(第36号)

弘

協
の
協
力
に
侠
つ
所
が
大
で

あ
る
が
、
当
市
は
疏
葉
地
帯

と
し
て
伸
び
る
方
向
に
進
ん

で
い
る
か
。

高
村
玉
葱
は
十
万
〆
の
生
産

で
ご
毛
作
と
し
て
是
非
考
え

ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
当
市
二
一

O
町
歩
の
煙
草
跡
作
は
白
菜

の
計
画
出
荷
で
増
産
す
べ
き

で
あ
る
o

伊
藤
一
疏
菜
に
つ
い
て
は
栽
培

技
術
の
向
上
は
勿
論
大
切
で

あ
る
が
、
之
と
共
に
生
産
物

の
適
切
有
利
な
販
売
対
策
を

樹
て
L
奨
励
す
べ
き
で
あ
る

広
田
煙
草
で
あ
る
が
、
之
は

田
畑
輸
換
作
で
地
力
を
培
養

す
る
こ
と
が
出
来
、
而
か
も

価
絡
の
安
定
し
て
い
る
所
が

長
所
で
跡
作
の
有
効
な
利
用

が
大
切
で
あ
る
。

吉
野
従
来
疏
菜
の
集
荷
機
関

が
な
い
の
は
最
も
大
き
な
不

振
の
原
因
で
あ
っ
て
、

青
果

物
の
出
荷
機
関
の
活
動
に
依

り
発
達
す
る
と
思
う
。

市
長
家
畜
の
方
は
如
何
か

施
設
の
整
備
が
必
要
で
あ
る

叉
煙
草
乾
燥
に
つ
い
て
は
設

備
や
電
熱
代
に
高
つ
く
が
歩

留
り
及
び
品
質
が
良
く
な
る

よ
号
で
あ
る
か
ら
、
今
後
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

窪
田

電
力
の
利
用
と
し
て
は

最
近
農
家
に
於
て
電
力
に
依

り
井
戸
水
を
揚
げ
て
い
る
も

の
も
見
受
け
ら
れ
、
今
後
は

更
に
利
用
範
囲
を
拡
め
て
農

業
経
営
、
生
活
改
善
に
資
し

た
ら
よ
い
と
思
う
。
叉
、
電

熱
利
用
に
よ
る
用
水
温
度
引

場
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
度

上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
依
っ
て

反
当
一
斗
の
増
産
に
な
る
と

云
は
れ
て
い
る
。

市
長
今
日
は
色
々
と
貴
重
な

意
見
を
聞
か
せ
て
頂
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
未
だ
話

題
が
残
っ
て
居
り
御
意
見
が

尽
き
な
い
よ
う
で
す
が
、
時

間
の
都
合
に
依
り
今
日
は
之

で
終
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

月|区|種|回

員

人
は
誰
で
も
小
さ
い
頃
に
は
し
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
ど

早
〈
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
す
。
そ
う
い
え
ば
私
の
尊
敬
し

大
人
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
も
う
て
い
る
あ
る
方
が
、
む
し
ろ
青

一
度
無
邪
気
な
子
供
に
か
え
っ
年
時
代
こ
そ
こ
の
反
対
で
あ
っ

て
み
た
い
と
思
号
様
で
す
。
ょ
た
方
が
将
来
の
為
に
良
い
と
話

く
年
長
の
人
か
ら
聞
く
言
葉
で
し
て
下
さ
っ
た
と
の
言
葉
に
何

す
が
、
若
い
頃
は
二
度
と
来
な
か
胸
打
ち
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た

い
と
か
、
若
い
う
ち
だ
け
が
花
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
な
る
ほ

で
あ
る
と
か
:
:
:
こ
う
い
っ
た
ど
青
年
時
代
こ
そ
将
来
に
悔
い

簡
単
な
言
葉
な

が

ら

も

こ

の

う

「

戎

人

乃

日

一

を

迎

え

て

ち
に
ひ
そ
む
深

F
h
ノ

f

L

L

;

・・砂

い
意
味
は
二
十

年
そ
こ
/
¥
の
若
い
私
に
は
は
な
き
人
生
の
基
礎
を
築
き
上
げ

っ
き
り
解
り
ま
せ
ん
が
、
少
く
る
道
場
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

と
も
私
達
若
い
世
代
に
期
待
す
私
も
ほ
の
か
に
青
春
を
楽
し
み

る
あ
る
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
た
い
と
思
い
乍
ら
も
無
意
味
に

と
思
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
此
の
時
代
を
過
す
こ
と
な
く
、

ぅ
。
し
か
し
他
の
意
味
で
は
出
少
く
と
も
将
来
に
プ
ラ
ス
す
る

来
る
丈
青
春
を
楽
し
ん
で
お
い
何
物
か
を
得
た
い
と
考
え
て
居

た
方
が
良
い
と
単
純
に
聞
き
流
り
ま
す
。

三|空間一|三|空1:1ヂ
採

今
年
は
私
達
が
成
人
と
な
っ
人
生
が
始
ま
り
ま
す
。
私
達
そ

て
世
の
人
達
か
ら
迎
え
ら
れ
ま
れ
ん
¥
が
自
分
の
前
途
に
一
っ

す
。
今
、
迄
の
様
に
ズ
ル
ん
¥
と
の
夢
を
持
ち
来
る
べ
き
人
生
の

子
供
か
ら
成
人
に
な
り
何
時
の
設
計
を
す
る
と
と
で
し
ょ
う
。

聞
に
か
自
分
が
一
人
前
に
な
つ
し
か
し
今
の
時
代
は
決
し
て

て
い
た
と
い
ろ
の
で
は
何
の
意
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま

味
も
な
い
と
思
い
ま
す
。
新
し
せ
ん
。
幾
多
の
波
ら
ん
を
含
ん

い
時
代
と
な
っ
て
私
達
が
「
成
で
い
る
世
の
中
に
対
抗
し
て
進

人
の
日
」
を
得
た
と
い
う
事
は
ん
で
行
く
事
は
不
安
で
は
あ
り

ま
す
が
、
私
達

市
教
育
委
員
会
事
務
局
勤
務
辻
寛
子
青
年
の
協
力
と

合
意
に
よ
っ
て

、
良
い
道
を
作

全
く
幸
福
で
あ
り
、
感
謝
致
し
り
、
自
分
遠
の
権
利
を
余
す
と

て
居
り
ま
す
。
な
ぜ
か
と
云
え
こ
ろ
な
く
身
に
つ
け
、
叉
隣
人

ば
、
そ
の
時
機
は
心
構
え
に
一
の
権
利
を
尊
重
し
て
相
互
の
幸

つ
の
区
切
り
を
つ
け
る
時
で
あ
福
を
計
る
新
し
い
日
本
を
生
み

り
、
そ
れ
を
私
達
の
心
に
は
つ
出
す
べ
く
若
き
日
を
悔
い
の
な

き
り
と
打
込
む
事
が
出
来
る
か
い
様
に
努
力
ま
い
進
し
て
参
り

ら

で

す

。

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

此
の
日
よ
り
真
実
の
意
味
で

計
九一七一四一八一九一三

入
居
条
件

「
則
一
①
市
内
に
住
所
叉
は
勤
務
場
所

=
一
を
有
す
る
方

一@
二
人
以
上
の
世
帯
で
あ
る
こ

一

〉
}

一①
家
賃
の
支
払
い
能
力
の
あ
る

一

方
一
吉
田
工
業
枇
長

一

欧

米

観

察

一
吉
田
工
業
社
長
吉
田
忠
雄
氏
は

一
各
国
の
産
業
事
情
を
視
察
の
為

一
約
一
一
一
ヶ
月
の
予
定
で
去
る
九
日

一
羽
田
空
港
を
出
発
さ
れ
ま
し
た

下

市
職
員
人
事
異
動

民
生
係
長
を
命
ず
る

ー
ハ
田
庶
務
係
長
V

永

田

久

直

十
=
月
=
十
六
日
よ
り
-
月
十
日
ま
て

母

子

福

祉

資

金

の

貸

付

・

・

・

・

:

一
月
一
日
ハ
金
〉

・
新
年
祝
賀
交
歓
会
を
西
部
中

学
校
に
お
い
て
開
催

全
王
日
ハ
火
)

定
例
市
教
育
委
員
会
開
健

全
穴
日
〈
水
〉

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法

律
に
制
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
0
.

即
ち
臨
偶
者
の
な
い
女
子
で

あ
っ
て
、
現
在
見
章
を
扶
養
し

て
い
る
者
に
対
し
、
生
業
の
開

始
、
周
章
就
学
、
そ
の
他
必
要
な

資
金
の
貸
付
を
行
い
、
そ
の
経

済
的
自
立
の
助
成
と
生
活
意
欲

の
助
長
と
を
図
り
、
併
せ
て
、

そ
の
扶
養
し
て
い
る
姐
富
の
福

抵
の
増
進
を
目
的
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